
受講生男女比 

地区別分布 

年齢別分布 

勤務先種別 

男　157名 

女　183名 

北海道・東北　21名 

関東　　　　　234名 

東海　　　　　26名 

北陸　　　　　17名 

近畿　　　　　14名 

中国・四国　　17名 

九州　　　　　11名 

21～29歳　　95名 

30～39歳　133名 

40～49歳　　73名 

50歳以上　　　39名 

知的障害関係　165名 

老人関係　　　　41名 

行政・社協　　　23名 

その他の施設　　58名 

医療・教育関係　19名 

一般企業・その他　　34名 
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平成17年度　第1号　NO.15

発　　行 

財団法人 日本知的障害者福祉協会 
社会福祉士養成所 

〒105-0013 東京都港区浜松町2-7-19 
秀和第2浜松町ビル6F 
TEL:03-3438-0984 FAX:03-3431-1803

第17期生340名が受講スタート！ 
「第17期・新受講生を迎えて」 
財団法人 日本知的障害者福祉協会　社会福祉士養成所 

所　長 

小 板 孫 次  

　第17期生の皆様。このたびは、社会福祉士養成所のご入学、おめでとうござ

います。 

　さて、わが国の社会福祉は、介護保険の見直し、児童福祉法の改正、障害者福

祉におけるグランドデザイン、三位一体改革による地方分権の推進等、新たな転

換期を迎えています。 

　そのような中、福祉に対する需要は増大、多様化し、ますます、ソーシャルワ

ークの役割が求められています。そして、皆様方がこれから目指される専門的知

識や技術を有した「社会福祉士」の果たすべく役割にその専門職としての実践が大きな期待として寄せ

られています。 

　多くの方々が仕事や家事等と多忙な中での受講になるかと思います。目標に向かって、邁進されるこ

とを期待し、今後における御健闘を心からお祈り申し上げます。 

第17期生社会福祉士養成所の受講生は、340名となりました。 
概要については下記の通りです。 

社会福祉士養成所 

専任教員 五 島 秀 一  　第17回国家試験の合格発表の結果、本養成所からは241名の方が合格され
ました。本養成所史上最高の合格者数であり、過去最高の難易度だったと推
察される今回、このような素晴らしい結果を残された15期生を中心とした皆
様には衷心よりお祝いを申し上げます。社会人としての夫々のお立場や職務
あるいは家事育児といった、学びの環境としては様々な制約や困難があった
と思いますが、それを見事に乗り越えられたことに対し、満腔の敬意を表し
たいと思います。 
　今回の合格状況を分析すると、まず年齢別では30歳以下が合格者全体の
67.5%を占めています。平均年齢が約37歳の本養成所受講生にとっては、ま
さしく老体にムチ打った挑戦だったのかもしれません。次に、受験資格別で
見ると福祉系大学卒業者が63.3%を占め、本養成所のような一般養成施設卒
は36.3%に過ぎません。一般養成所から社会福祉士になることが益々難しく
なっていることを数字が示しています。ところが、全体の合格率が29.8%だ
ったのに対して、本養成所は約80%という高い数字を示しました。（正確に
は15期生以外の卒業者も含まれる為、現役合格率ではありませんが…。）こ
の大きな合格率の差は、何が原因なのでしょうか。 
　私は、志の違いだと確信します。 
　「志」、つまり福祉界へ飛びこもうとする決意、資格に対する情熱、福祉人
として人生を歩もうとする覚悟といった要素が充実しているかどうかに影響
を受けていると思うのです。決して若い世代の皆さんがそういうものを持ち
合わせてないとは言いませんが、もう後がない（私自身の感覚ですのでご容
赦ください。）熟年層の皆さんとは、おのずと違いがあるということです。 
　多くの受講生に接してみて最近私が思うのは、このような高い志や福祉的
価値に気付く為にはある程度の人生経験が必要なのかも知れないということ
です。国家試験の選抜においては、そうした志を持ち合わせた人に資格保持
者になって欲しい訳であって、いきおい、問題編成の中にはそうした狙いが
反映されている（知識よりも倫理観を問うような設問）ような気がしないで
もありません。 
　また、「社会福祉教育」と「社会福祉士教育」は違うと言われます。つまり、
社会福祉教育は福祉的な価値や技術を知識として伝えますが、社会福祉士教
育の方は、そうした価値や技術を駆使できる「人」を育てる教育なのです。
このような意味において、「人」として経験豊富な熟年層の皆さんの方が福
祉的価値に接近しやすく、そうした事が、高い合格率を示す要因なのだと思
います。しかし、若い世代の方も諦める必要はありません。それらの価値に
気付く為の「経験」は「年齢」ではないからです。 
　「志」という字は、「士の心」つまり「立派な人の心」と書かれています。
つまり、社会福祉「士」として認められるということは「立派な人の心」が
あると認められる訳です。しかし、忘れてならないのは、資格を保持したか
ら立派なのではなく、福祉人として「弛まぬ歩み」を続ける姿の中にこそ国
家資格保持者の価値があるということ。この「弛まぬ歩み」こそ「経験」な
のです。 
　国家資格保持者となられた皆さんはその人生経験に溺れることなく、また

若い方々は様々な人生を受け止められるように、今後とも自己研鑽に励まれ、
日夜利用者の幸せに思いを馳せるような、志ある「弛まぬ歩み」を重ねる支
援者になって頂きたいと思います。 
　皆さんがこれから関わることになる「対人援助」とは、人が人に対して行
う支援に他なりません。つまり、支援の前提として人と人とのお付き合いが
存在するのですから、支援をする側される側ではなく、互いを尊敬し、認め、
高めあうような関係が求められます。これからの福祉は、このような関係が
存在して初めて機能します。従って「これからの福祉」を「駆使する人」で
ある社会福祉「士」は、自ら「人」としての価値をひたすら高めるべく、「弛
まぬ歩み」を続ける以外に生きる道はないのです。歩み続ける事、即ち実践
あるのみ。福祉が実践科学だと言われる所以なのです。立ち止まることなく、
いつも利用者と共に歩み続けて頂きたいと思います。 
　次に、17期生として入学された340名の皆さん、おめでとうございます。 
　17期生の皆さんが国家資格を取得する時期は最短で19年4月です。その頃
にはどんな福祉施策が動いているのか想像出来ないほど、とにかく想像を絶
するスピードで福祉が動いています。その中で、社会福祉士に求められる役
割や機能といったものも益々重要かつ複雑になって行くのは必至ですが、そ
れらの時代の変化に即した社会の負託に応えるのが社会福祉士の責任です。
福祉はその時代の価値を如実に反映します。激しく動く「福祉を学ぶ」とい
うことは、激動する「時代を学ぶ」ことに他なりません。言い換えれば、時
代に背を向けて福祉人として歩むことは許されないのです。 
　どんな世代の方も、自分が生きてきた時代の価値観に囚われる傾向があり
ますが、福祉の道を歩むということは、その時代の先頭の価値を身につける
事、即ち「弛まぬ歩み」を続ける事に他ならないということを、学びを進め
るに当たって改めて認識して頂きたいと思います。 
　通信教育というシステムの中で学ぶということは、偏に自らをより厳しく
律することが出来るかどうかにかかっています。1年6ヶ月の間、仕事や家庭
と学習を両立させなければならないのですから、そこには必ず困難があり曲
折が訪れます。入学時の決意や覚悟といった志を忘れることなく、真に福祉
人の仲間入りすることを目指して、継続学習という弛まぬ歩みをされること
を切に期待しています。　 
　どうしても挫けそうになった時は、利用者が皆さんの登場を待っている事
に思いを馳せましょう。どんなに、制度や施策が変わろうとも、それらが利
用者の幸せに直結するものではありません。福祉サービスが、常に対人援助
を媒介とするという特性がある以上、彼らの幸せの度合いは支援者の力量と
イコールなのです。 
　福祉は人なり……、先人の弛まぬ歩みが辿り着いた真理です。 

※養成所に対するご要望・ご意見等ございましたら、ご連絡ください。 

養成所に対するお問い合せ先 

（財）日本知的障害者福祉協会社会福祉士養成所 
〒105-0013東京都港区浜松町2-7-19秀和第二浜松町ビル6階 

TEL.03-3438-0984
ホームページアドレス　http://www.aigo.or.jp/ 

メールアドレス　yoseijo@aigo.or.jp

平成17年５月　発行 

■第17期生の概要（4月1日現在） 
●応募状況（過去３年間） 

 年度（期生） 応募者数 入学者数 
 平成15年度（15期生） 545名 324名 
 平成16年度（16期生） 534名 327名 
 平成17年度（17期生） 475名 340名 

～弛まぬ歩み～ 

平成17年度スクーリング日程 
第17期生前期①：平成17年７月11日～13日／パシフィコ横浜 

第16期生 後期　：平成17年８月15日～21日／パシフィコ横浜 

第17期生前期②：平成17年11月23日～26日／パシフィコ横浜 



―お知らせ― 
　さぽーと倶楽部 
　（施設職員互助会） 

☆さぽーと倶楽部（施設職員互助会）では、平成17年度より資格取得祝金（10,000円）
を新たに新設いたしました。 

☆さぽーと倶楽部会員（施設職員互助会加入期間６か月以上）で平成17年4月1日以
降に社会福祉士として登録した方が対象です。 

☆詳細は下記までお問い合わせ又は当協会ホームページをご覧ください。 
　〔問い合わせ先〕さぽーと倶楽部（施設職員互助会）係　　〔電話〕03-3438-0466 
※施設職員互助会とは…本協会会員・準会員施設に施設に勤務している方を対象と
した福利厚生事業です。 

「資格取得祝金」新設！ 

合格率（％）合格者数（名）受験者数（名）

17.41801,033第１回試験

23.43781,617第２回試験

20.65282,565第３回試験

26.48743,309第４回試験

23.89243,886第５回試験

22.31,0494,698第６回試験

26.51,5605,887第７回試験

30.02,2917,633第８回試験

29.42,8329,649第９回試験

27.63,46012,535第10回試験

29.54,77416,206第11回試験

29.05,74919,812第12回試験

26.56,07422,962第13回試験

29.58,34328,329第14回試験

31.410,50133,452第15回試験

28.510,73337,657第16回試験

29.812,24141,044第17回試験

28.772,491252,274合　　　計

これまでの国家試験の結果

第17回社会福祉士国家試験受験状況
合 格 率合 格 者受 験 者

29.8％12,241人41,044人

■第17回社会福祉士国家試験正答一覧■■第17回社会福祉士国家試験正答一覧■

医学一般
80797877767574737271問題番号

3422532441正答

法学
70696867666564636261問題番号

2243353315正答

社会学
60595857565554535251問題番号

4152233323正答

心理学
50494847464544434241問題番号

4253311455正答

地域福祉論
40393837363534333231問題番号

2235124224正答

公的扶助論
30292827262524232221問題番号

1213534334正答

社会保障論
20191817161514131211問題番号

542232及び55513正答

社会福祉原論
10987654321問題番号

2313533415正答

老人福祉論
90898887868584838281問題番号

2114341233正答

障害者福祉論
100999897969594939291問題番号

5113353242正答

児童福祉論
110109108107106105104103102101問題番号

2251352233正答

社会福祉援助技術（一問一答問題）
120119118117116115114113112111問題番号

5423125121正答

122121問題番号

32正答

社会福祉援助技術（事例問題）
131130129128127126125124123問題番号

242312543正答

140139138137136135134133132問題番号

411132423正答

介護概論
150149148147146145144143142141問題番号

5453125332正答

財団法人　社会福祉振興・試験センター 2005.3.31　発表

第17回社会福祉士国家試験において本養成所より241名が合格しました。昨年度（第16回試験）は199名でした。 

国家試験合格状況 

●第17回社会福祉士国家試験合格基準● 

◆国家試験合格者の声◆ 

◇残念ながら合格できなかった方々からの反省とコメント◇（アンケートより抜粋） 

次の２つの条件を満たした者を合格者とする。 

１－１．総得点150点に対し、得点83点以上の者（総得点
の60％程度を基準として、問題の難易度で補正した。配点
は１問１点である。）。 
１－２．試験科目の一部免除を受けた受験者（社会福祉士
及び介護福祉士法施行規則第５条の２）総得点70点に対し、
得点40点以上の者（総得点の60％程度を基準として、問題
の難易度で補正した。配点は１問１点である。）。 
 
２．１－１又は１－２を満たした者のうち、１－１に該当
する者にあっては、試験科目（ただし、社会福祉援助技術
については、「一問一答問題」と「事例問題」をそれぞれ
別個の試験科目とみなす。）14科目（１－２に該当する者に
あっては、６科目。）の各科目すべてにおいて得点があっ
た者。 

私の試験勉強を一言で表現するならば、目まぐるしい福祉動向への
対策としての情報収集でした。意気込んで購入した六法等の参考図書
は、勉強が進むに連れ内容が古く感じられ、常に最新の情報源を確立
する必要性を感じました。しばらくはこの激しい動向が続きそうです
が、どん欲に知識を収集する姿勢を身につけることは、今後の社会福
祉士としての創造力や行動力を必ず支えてくれると考え,試験対策に
偏らない情報収集が、結果として成功に結びつくと信じていました。
当初から「国家試験はただ自分の頭に知識を詰め込むのではなく、

専門職としての資質を育ててくれる機会でもある」と自分に言い聞か
せ、そのためには何をするべきかを考えた時、私はスクーリングや勉
強会で知り合った仲間や、得意のネットの掲示板でどんどん仲間の輪
を広げるということを具体的な情報収集活動と位置づけました。
様々な情報収集と共に人脈が広がり、共通の話題や問題意識をもつ
仲間と刺激し合い、それがモチベーションの維持に繋がったのは思い
もよらない効果でしたが、今振り返れば試験突破の最大の勝因になっ
たと思っています。
福祉の現場で大切なのは「連携」だと言われますが、それは決して
機関のネットワークのみならず「人間同士」のつながりが重要だと考
えています。
人間関係の希薄な現代だからこそ、本当に心から打ち解けられる

「仲間」が必要なのかもしれない。孤独な社会の中で生き抜いていく
今だからこそ、同じ価値観と目標の中で、共に学んだ仲間は、試験が
終わってからも、福祉人として強い絆の元に連携がとれると思います。
合格発表の日、試験センターのHPになかなかアクセス出来ずにイ

ラついていた私に、一人の友達が自分のことの様に何時間もアクセス
を続けてくれて、最終的に合格の確認と報告をしてくれました。
社会福祉士資格をとるんだと自分の中で構想してから足掛け７年、
合格できたことと同じくらいに、試験勉強を励ましあった仲間と共に、
そのゴールインの喜びを分かち合えた事に感激しました。
社会福祉士として活動する土壌は、机上では得られないと思います。
皆さんもどんどん仲間を作り、輪を広げてみて下さい。仲間がいるこ
とで、自分の新たなエネルギーが不思議と沸いてくると思いますし、
それは、資格保持者としてスタートした後で、人脈という無限の社会
資源を手に入れていることになると思います。私たちの頑張りが、利
用者の幸せにつながる事を信じて、これから挑戦される皆さんも是非
頑張って、沢山の仲間をつくって下さい。

青木浩子さん 「仲間に支えられて」
私は養成所の受講が始まったと同時に異動となり、上司も同僚も新
しくなった為スクーリングや実習のための休みをもらうのは大変でし
たが、私の職場では働きながら受験資格を得るという前例がない中、
幸いにも快く送り出してもらえました。そのため、社会福祉士を目指
しているということが職場の人たちに知られていたので、かなりプレ
ッシャーにもなりましたが、おかげで「迷惑をかけているのだから頑
張らなくては！」と励みにし、修了証書と合格通知を手にする事がで
きました。
そんな私が受験に際して感じた事は「スクーリングを有効活用した
方が良い」と言う事です。通信という『独学』ではやはり、孤独であ
り不安で、限界もあるかと思います。
スクーリングでの先生方のお話、そのときはちょっと難しくても、

あとになって理解できる事もありましたし、先生方のお話を聞いて、
苦手としていた科目が、理解し易くなった事もありました。
「テキストを読んだり問題を解いたりといった目からだけの情報

（勉強）だけでは限界！視覚や聴覚を使った方法はないかなぁ？」受
験勉強の後半、とても感じました。講義は、修了してしまってからで
は、聞きたくても聞けませんのでスクーリングは絶対有意義に過ごす
べきです！これは、修了後、本当に感じました。
また、スクーリングでは、全国からいろいろな方が集まってくるので、
演習の授業などを中心に、仲間を作るのも楽しいと思います。なかな
か声をかけることは大変ですが、隣の席に座った方など、これも「縁」
かもしれません。いろいろ情報交換をしたり励ましあったりして刺激
しあうのも良いかも知れませんね。
試験当日は、多くの受験者に圧倒されるかもしれません。そんな時、
一緒に勉強してきた養成所の仲間が近くの席にいて少し気が楽になっ
たりもしました。
周りが、テキストとにらめっこしている中、私はリラックスを心が
けました。「もう今からでは頭に入らない！覚えた事を忘れてしまい
そう…」あとはやるだけです！！
仕事や家庭との両立は大変だと思いますが、社会福祉士を目指そう
と思った時の気持ちを忘れず、自分なりの勉強方法を見つけ、頑張っ
てください。

渡辺智里さん
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第17回国家試験に関するアンケートについて
平成16年９月に修了した第

15期生319名を調査対象とし、
222名（①受験をした194名、
②申込をしたが当日受験をしな
かった12名、③申込をしなか
った16名）からの回答が得ら
れました。（５/13現在）
左図は受験者の意見を参考に
科目別難易度を示したグラフで
す。
社会保障論・社会福祉原論・
公的扶助論・社会学・法学の順
に難しいと回答しています。
なお、昨年度と比較すると公
的扶助論の難易度が高くなって
います。
※厚生労働省へ報告の関係上、
現在もアンケートは回収してい
ます。なお、回答がない方には、
催促の連絡をする場合がありま
すのでご了承ください。

◎とにかく勉強しなきゃだめです。もっと早期に受験準備をすれば、よかったと思う。 ◎基礎的な学習ができなかった。苦手科目を十分勉強
できなかった。 ◎課題のレポートに追われ、試験勉強ができなかった。 ◎残業が多く学習する時間をとれなかった。残業を減らして、次回
はがんばります。 ◎時間があまりとれなかったので過去問を中心に勉強した。 ◎過去問のみで要点をしっかり押さえていなかった。
◎過去問よりも現在の社会福祉の動向。 ◎最後まであきらめずにテキストを熟読すべきであった。 ◎今回、ノロウィルスの流行とかち合い、
私自身も体調を崩してしまい断念しました。来年はしっかり体調面も管理して、再度挑戦したいと思います。（未受験） ◎スクーリングで得
たモチベーションの高さを維持することができなかった。仕事をしながらの計画的学習の難しさを痛感する。 ◎自宅で模試は受けたのですが、
時間配分とか雰囲気など自分のペースで受験できるよう、会場模試が必要だと思いました。 ◎何度も模擬試験を受けて、時間配分など慣れて
おけば良かったです。 ※その他のコメントにつきましてはホームページに掲載しておりますのでご覧ください。



―お知らせ― 
　さぽーと倶楽部 
　（施設職員互助会） 

☆さぽーと倶楽部（施設職員互助会）では、平成17年度より資格取得祝金（10,000円）
を新たに新設いたしました。 

☆さぽーと倶楽部会員（施設職員互助会加入期間６か月以上）で平成17年4月1日以
降に社会福祉士として登録した方が対象です。 

☆詳細は下記までお問い合わせ又は当協会ホームページをご覧ください。 
　〔問い合わせ先〕さぽーと倶楽部（施設職員互助会）係　　〔電話〕03-3438-0466 
※施設職員互助会とは…本協会会員・準会員施設に施設に勤務している方を対象と
した福利厚生事業です。 

「資格取得祝金」新設！ 

合格率（％）合格者数（名）受験者数（名）

17.41801,033第１回試験

23.43781,617第２回試験

20.65282,565第３回試験

26.48743,309第４回試験

23.89243,886第５回試験

22.31,0494,698第６回試験

26.51,5605,887第７回試験

30.02,2917,633第８回試験

29.42,8329,649第９回試験

27.63,46012,535第10回試験

29.54,77416,206第11回試験

29.05,74919,812第12回試験

26.56,07422,962第13回試験

29.58,34328,329第14回試験

31.410,50133,452第15回試験

28.510,73337,657第16回試験

29.812,24141,044第17回試験

28.772,491252,274合　　　計

これまでの国家試験の結果

第17回社会福祉士国家試験受験状況
合 格 率合 格 者受 験 者

29.8％12,241人41,044人

■第17回社会福祉士国家試験正答一覧■■第17回社会福祉士国家試験正答一覧■

医学一般
80797877767574737271問題番号

3422532441正答

法学
70696867666564636261問題番号

2243353315正答

社会学
60595857565554535251問題番号

4152233323正答

心理学
50494847464544434241問題番号

4253311455正答

地域福祉論
40393837363534333231問題番号

2235124224正答

公的扶助論
30292827262524232221問題番号

1213534334正答

社会保障論
20191817161514131211問題番号

542232及び55513正答

社会福祉原論
10987654321問題番号

2313533415正答

老人福祉論
90898887868584838281問題番号

2114341233正答

障害者福祉論
100999897969594939291問題番号

5113353242正答

児童福祉論
110109108107106105104103102101問題番号

2251352233正答

社会福祉援助技術（一問一答問題）
120119118117116115114113112111問題番号

5423125121正答

122121問題番号

32正答

社会福祉援助技術（事例問題）
131130129128127126125124123問題番号

242312543正答

140139138137136135134133132問題番号

411132423正答

介護概論
150149148147146145144143142141問題番号

5453125332正答

財団法人　社会福祉振興・試験センター 2005.3.31　発表

第17回社会福祉士国家試験において本養成所より241名が合格しました。昨年度（第16回試験）は199名でした。 

国家試験合格状況 

●第17回社会福祉士国家試験合格基準● 

◆国家試験合格者の声◆ 

◇残念ながら合格できなかった方々からの反省とコメント◇（アンケートより抜粋） 

次の２つの条件を満たした者を合格者とする。 

１－１．総得点150点に対し、得点83点以上の者（総得点
の60％程度を基準として、問題の難易度で補正した。配点
は１問１点である。）。 
１－２．試験科目の一部免除を受けた受験者（社会福祉士
及び介護福祉士法施行規則第５条の２）総得点70点に対し、
得点40点以上の者（総得点の60％程度を基準として、問題
の難易度で補正した。配点は１問１点である。）。 
 
２．１－１又は１－２を満たした者のうち、１－１に該当
する者にあっては、試験科目（ただし、社会福祉援助技術
については、「一問一答問題」と「事例問題」をそれぞれ
別個の試験科目とみなす。）14科目（１－２に該当する者に
あっては、６科目。）の各科目すべてにおいて得点があっ
た者。 

私の試験勉強を一言で表現するならば、目まぐるしい福祉動向への
対策としての情報収集でした。意気込んで購入した六法等の参考図書
は、勉強が進むに連れ内容が古く感じられ、常に最新の情報源を確立
する必要性を感じました。しばらくはこの激しい動向が続きそうです
が、どん欲に知識を収集する姿勢を身につけることは、今後の社会福
祉士としての創造力や行動力を必ず支えてくれると考え,試験対策に
偏らない情報収集が、結果として成功に結びつくと信じていました。
当初から「国家試験はただ自分の頭に知識を詰め込むのではなく、

専門職としての資質を育ててくれる機会でもある」と自分に言い聞か
せ、そのためには何をするべきかを考えた時、私はスクーリングや勉
強会で知り合った仲間や、得意のネットの掲示板でどんどん仲間の輪
を広げるということを具体的な情報収集活動と位置づけました。
様々な情報収集と共に人脈が広がり、共通の話題や問題意識をもつ
仲間と刺激し合い、それがモチベーションの維持に繋がったのは思い
もよらない効果でしたが、今振り返れば試験突破の最大の勝因になっ
たと思っています。
福祉の現場で大切なのは「連携」だと言われますが、それは決して
機関のネットワークのみならず「人間同士」のつながりが重要だと考
えています。
人間関係の希薄な現代だからこそ、本当に心から打ち解けられる

「仲間」が必要なのかもしれない。孤独な社会の中で生き抜いていく
今だからこそ、同じ価値観と目標の中で、共に学んだ仲間は、試験が
終わってからも、福祉人として強い絆の元に連携がとれると思います。
合格発表の日、試験センターのHPになかなかアクセス出来ずにイ

ラついていた私に、一人の友達が自分のことの様に何時間もアクセス
を続けてくれて、最終的に合格の確認と報告をしてくれました。
社会福祉士資格をとるんだと自分の中で構想してから足掛け７年、
合格できたことと同じくらいに、試験勉強を励ましあった仲間と共に、
そのゴールインの喜びを分かち合えた事に感激しました。
社会福祉士として活動する土壌は、机上では得られないと思います。
皆さんもどんどん仲間を作り、輪を広げてみて下さい。仲間がいるこ
とで、自分の新たなエネルギーが不思議と沸いてくると思いますし、
それは、資格保持者としてスタートした後で、人脈という無限の社会
資源を手に入れていることになると思います。私たちの頑張りが、利
用者の幸せにつながる事を信じて、これから挑戦される皆さんも是非
頑張って、沢山の仲間をつくって下さい。

青木浩子さん 「仲間に支えられて」
私は養成所の受講が始まったと同時に異動となり、上司も同僚も新
しくなった為スクーリングや実習のための休みをもらうのは大変でし
たが、私の職場では働きながら受験資格を得るという前例がない中、
幸いにも快く送り出してもらえました。そのため、社会福祉士を目指
しているということが職場の人たちに知られていたので、かなりプレ
ッシャーにもなりましたが、おかげで「迷惑をかけているのだから頑
張らなくては！」と励みにし、修了証書と合格通知を手にする事がで
きました。
そんな私が受験に際して感じた事は「スクーリングを有効活用した
方が良い」と言う事です。通信という『独学』ではやはり、孤独であ
り不安で、限界もあるかと思います。
スクーリングでの先生方のお話、そのときはちょっと難しくても、

あとになって理解できる事もありましたし、先生方のお話を聞いて、
苦手としていた科目が、理解し易くなった事もありました。
「テキストを読んだり問題を解いたりといった目からだけの情報

（勉強）だけでは限界！視覚や聴覚を使った方法はないかなぁ？」受
験勉強の後半、とても感じました。講義は、修了してしまってからで
は、聞きたくても聞けませんのでスクーリングは絶対有意義に過ごす
べきです！これは、修了後、本当に感じました。
また、スクーリングでは、全国からいろいろな方が集まってくるので、
演習の授業などを中心に、仲間を作るのも楽しいと思います。なかな
か声をかけることは大変ですが、隣の席に座った方など、これも「縁」
かもしれません。いろいろ情報交換をしたり励ましあったりして刺激
しあうのも良いかも知れませんね。
試験当日は、多くの受験者に圧倒されるかもしれません。そんな時、
一緒に勉強してきた養成所の仲間が近くの席にいて少し気が楽になっ
たりもしました。
周りが、テキストとにらめっこしている中、私はリラックスを心が
けました。「もう今からでは頭に入らない！覚えた事を忘れてしまい
そう…」あとはやるだけです！！
仕事や家庭との両立は大変だと思いますが、社会福祉士を目指そう
と思った時の気持ちを忘れず、自分なりの勉強方法を見つけ、頑張っ
てください。
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第17回国家試験に関するアンケートについて
平成16年９月に修了した第

15期生319名を調査対象とし、
222名（①受験をした194名、
②申込をしたが当日受験をしな
かった12名、③申込をしなか
った16名）からの回答が得ら
れました。（５/13現在）
左図は受験者の意見を参考に
科目別難易度を示したグラフで
す。
社会保障論・社会福祉原論・
公的扶助論・社会学・法学の順
に難しいと回答しています。
なお、昨年度と比較すると公
的扶助論の難易度が高くなって
います。
※厚生労働省へ報告の関係上、
現在もアンケートは回収してい
ます。なお、回答がない方には、
催促の連絡をする場合がありま
すのでご了承ください。

◎とにかく勉強しなきゃだめです。もっと早期に受験準備をすれば、よかったと思う。 ◎基礎的な学習ができなかった。苦手科目を十分勉強
できなかった。 ◎課題のレポートに追われ、試験勉強ができなかった。 ◎残業が多く学習する時間をとれなかった。残業を減らして、次回
はがんばります。 ◎時間があまりとれなかったので過去問を中心に勉強した。 ◎過去問のみで要点をしっかり押さえていなかった。
◎過去問よりも現在の社会福祉の動向。 ◎最後まであきらめずにテキストを熟読すべきであった。 ◎今回、ノロウィルスの流行とかち合い、
私自身も体調を崩してしまい断念しました。来年はしっかり体調面も管理して、再度挑戦したいと思います。（未受験） ◎スクーリングで得
たモチベーションの高さを維持することができなかった。仕事をしながらの計画的学習の難しさを痛感する。 ◎自宅で模試は受けたのですが、
時間配分とか雰囲気など自分のペースで受験できるよう、会場模試が必要だと思いました。 ◎何度も模擬試験を受けて、時間配分など慣れて
おけば良かったです。 ※その他のコメントにつきましてはホームページに掲載しておりますのでご覧ください。



受講生男女比 

地区別分布 

年齢別分布 

勤務先種別 

男　157名 

女　183名 

北海道・東北　21名 

関東　　　　　234名 

東海　　　　　26名 

北陸　　　　　17名 

近畿　　　　　14名 

中国・四国　　17名 

九州　　　　　11名 

21～29歳　　95名 

30～39歳　133名 

40～49歳　　73名 

50歳以上　　　39名 

知的障害関係　165名 

老人関係　　　　41名 

行政・社協　　　23名 

その他の施設　　58名 

医療・教育関係　19名 

一般企業・その他　　34名 
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第17期生340名が受講スタート！ 

平成17年度　第1号　NO.15

発　　行 

財団法人 日本知的障害者福祉協会 
社会福祉士養成所 

〒105-0013 東京都港区浜松町2-7-19 
秀和第2浜松町ビル6F 
TEL:03-3438-0984 FAX:03-3431-1803

第17期生340名が受講スタート！ 
「第17期・新受講生を迎えて」 
財団法人 日本知的障害者福祉協会　社会福祉士養成所 

所　長 

小 板 孫 次  

　第17期生の皆様。このたびは、社会福祉士養成所のご入学、おめでとうござ

います。 

　さて、わが国の社会福祉は、介護保険の見直し、児童福祉法の改正、障害者福

祉におけるグランドデザイン、三位一体改革による地方分権の推進等、新たな転

換期を迎えています。 

　そのような中、福祉に対する需要は増大、多様化し、ますます、ソーシャルワ

ークの役割が求められています。そして、皆様方がこれから目指される専門的知

識や技術を有した「社会福祉士」の果たすべく役割にその専門職としての実践が大きな期待として寄せ

られています。 

　多くの方々が仕事や家事等と多忙な中での受講になるかと思います。目標に向かって、邁進されるこ

とを期待し、今後における御健闘を心からお祈り申し上げます。 

第17期生社会福祉士養成所の受講生は、340名となりました。 
概要については下記の通りです。 

社会福祉士養成所 

専任教員 五 島 秀 一  　第17回国家試験の合格発表の結果、本養成所からは241名の方が合格され
ました。本養成所史上最高の合格者数であり、過去最高の難易度だったと推
察される今回、このような素晴らしい結果を残された15期生を中心とした皆
様には衷心よりお祝いを申し上げます。社会人としての夫々のお立場や職務
あるいは家事育児といった、学びの環境としては様々な制約や困難があった
と思いますが、それを見事に乗り越えられたことに対し、満腔の敬意を表し
たいと思います。 
　今回の合格状況を分析すると、まず年齢別では30歳以下が合格者全体の
67.5%を占めています。平均年齢が約37歳の本養成所受講生にとっては、ま
さしく老体にムチ打った挑戦だったのかもしれません。次に、受験資格別で
見ると福祉系大学卒業者が63.3%を占め、本養成所のような一般養成施設卒
は36.3%に過ぎません。一般養成所から社会福祉士になることが益々難しく
なっていることを数字が示しています。ところが、全体の合格率が29.8%だ
ったのに対して、本養成所は約80%という高い数字を示しました。（正確に
は15期生以外の卒業者も含まれる為、現役合格率ではありませんが…。）こ
の大きな合格率の差は、何が原因なのでしょうか。 
　私は、志の違いだと確信します。 
　「志」、つまり福祉界へ飛びこもうとする決意、資格に対する情熱、福祉人
として人生を歩もうとする覚悟といった要素が充実しているかどうかに影響
を受けていると思うのです。決して若い世代の皆さんがそういうものを持ち
合わせてないとは言いませんが、もう後がない（私自身の感覚ですのでご容
赦ください。）熟年層の皆さんとは、おのずと違いがあるということです。 
　多くの受講生に接してみて最近私が思うのは、このような高い志や福祉的
価値に気付く為にはある程度の人生経験が必要なのかも知れないということ
です。国家試験の選抜においては、そうした志を持ち合わせた人に資格保持
者になって欲しい訳であって、いきおい、問題編成の中にはそうした狙いが
反映されている（知識よりも倫理観を問うような設問）ような気がしないで
もありません。 
　また、「社会福祉教育」と「社会福祉士教育」は違うと言われます。つまり、
社会福祉教育は福祉的な価値や技術を知識として伝えますが、社会福祉士教
育の方は、そうした価値や技術を駆使できる「人」を育てる教育なのです。
このような意味において、「人」として経験豊富な熟年層の皆さんの方が福
祉的価値に接近しやすく、そうした事が、高い合格率を示す要因なのだと思
います。しかし、若い世代の方も諦める必要はありません。それらの価値に
気付く為の「経験」は「年齢」ではないからです。 
　「志」という字は、「士の心」つまり「立派な人の心」と書かれています。
つまり、社会福祉「士」として認められるということは「立派な人の心」が
あると認められる訳です。しかし、忘れてならないのは、資格を保持したか
ら立派なのではなく、福祉人として「弛まぬ歩み」を続ける姿の中にこそ国
家資格保持者の価値があるということ。この「弛まぬ歩み」こそ「経験」な
のです。 
　国家資格保持者となられた皆さんはその人生経験に溺れることなく、また

若い方々は様々な人生を受け止められるように、今後とも自己研鑽に励まれ、
日夜利用者の幸せに思いを馳せるような、志ある「弛まぬ歩み」を重ねる支
援者になって頂きたいと思います。 
　皆さんがこれから関わることになる「対人援助」とは、人が人に対して行
う支援に他なりません。つまり、支援の前提として人と人とのお付き合いが
存在するのですから、支援をする側される側ではなく、互いを尊敬し、認め、
高めあうような関係が求められます。これからの福祉は、このような関係が
存在して初めて機能します。従って「これからの福祉」を「駆使する人」で
ある社会福祉「士」は、自ら「人」としての価値をひたすら高めるべく、「弛
まぬ歩み」を続ける以外に生きる道はないのです。歩み続ける事、即ち実践
あるのみ。福祉が実践科学だと言われる所以なのです。立ち止まることなく、
いつも利用者と共に歩み続けて頂きたいと思います。 
　次に、17期生として入学された340名の皆さん、おめでとうございます。 
　17期生の皆さんが国家資格を取得する時期は最短で19年4月です。その頃
にはどんな福祉施策が動いているのか想像出来ないほど、とにかく想像を絶
するスピードで福祉が動いています。その中で、社会福祉士に求められる役
割や機能といったものも益々重要かつ複雑になって行くのは必至ですが、そ
れらの時代の変化に即した社会の負託に応えるのが社会福祉士の責任です。
福祉はその時代の価値を如実に反映します。激しく動く「福祉を学ぶ」とい
うことは、激動する「時代を学ぶ」ことに他なりません。言い換えれば、時
代に背を向けて福祉人として歩むことは許されないのです。 
　どんな世代の方も、自分が生きてきた時代の価値観に囚われる傾向があり
ますが、福祉の道を歩むということは、その時代の先頭の価値を身につける
事、即ち「弛まぬ歩み」を続ける事に他ならないということを、学びを進め
るに当たって改めて認識して頂きたいと思います。 
　通信教育というシステムの中で学ぶということは、偏に自らをより厳しく
律することが出来るかどうかにかかっています。1年6ヶ月の間、仕事や家庭
と学習を両立させなければならないのですから、そこには必ず困難があり曲
折が訪れます。入学時の決意や覚悟といった志を忘れることなく、真に福祉
人の仲間入りすることを目指して、継続学習という弛まぬ歩みをされること
を切に期待しています。　 
　どうしても挫けそうになった時は、利用者が皆さんの登場を待っている事
に思いを馳せましょう。どんなに、制度や施策が変わろうとも、それらが利
用者の幸せに直結するものではありません。福祉サービスが、常に対人援助
を媒介とするという特性がある以上、彼らの幸せの度合いは支援者の力量と
イコールなのです。 
　福祉は人なり……、先人の弛まぬ歩みが辿り着いた真理です。 

※養成所に対するご要望・ご意見等ございましたら、ご連絡ください。 

養成所に対するお問い合せ先 

（財）日本知的障害者福祉協会社会福祉士養成所 
〒105-0013東京都港区浜松町2-7-19秀和第二浜松町ビル6階 

TEL.03-3438-0984
ホームページアドレス　http://www.aigo.or.jp/ 

メールアドレス　yoseijo@aigo.or.jp

平成17年５月　発行 

■第17期生の概要（4月1日現在） 
●応募状況（過去３年間） 

 年度（期生） 応募者数 入学者数 
 平成15年度（15期生） 545名 324名 
 平成16年度（16期生） 534名 327名 
 平成17年度（17期生） 475名 340名 

～弛まぬ歩み～ 

平成17年度スクーリング日程 
第17期生前期①：平成17年７月11日～13日／パシフィコ横浜 

第16期生 後期　：平成17年８月15日～21日／パシフィコ横浜 

第17期生前期②：平成17年11月23日～26日／パシフィコ横浜 


